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佐藤（貞）幹事よう
1　会　報　到　着　　　花巻，塩釜，横浜幽各liC

2　東京東RCより1959－1960年度の年報が届きました．

職業奉仕委員会（早坂君）よカ

冊子「職場の窓茸」（編者京都艮C．職業奉仕委員会）は有意義な興味あるもののようですので全

会員に配布します．衡一読下さい．

会報委員会（三井）

会報の配布がおくれてすみません．印刷担当者にやむを得ない事故がありましたので．

卑　　　　話

SPEAK
最近の電力状勢と将来について

池　内　方　平　君

電気が吾国に初めて使用されたのは明治11年う月25　日東京虎の門工部大学ホールにて催され

た電信中央局の牒乳業祝賀会に於てフランス製アーク灯が電池50倍で点火された．これが菖国最初

の電灯点火であって之を記念日として今日う月25　日は電気記念日となっているのである．

それ以来電気の使用が次第に盛になって来たので明治15年11月1日に束京電灯会社が創立さ

れた．そして翌、1竜一聾2月15日に東京電灯会社の設立が許可されて居る．之が電灯会社の寛1号

である．然し東京電灯会社が官業を開始したのは明治21年11月29・Uとなっている．その后東

京について神戸．大阪，京都，名古屋，横浜をほじめとする全国重箪都市に竃気事業を目的とする

会社が出来ていろ．

皆さんと最も縁の深い鶴岡水力電気会社は明治う⊥隼6月8日に由江＝ll茄鶴岡町外9ケ村を供給

区域として誕生している．そして明治うう年9月2号　日に開業している．

新の如く吾国の電気事業は今から70生以前に見端を発LU清．臼盛の両戦争を経て日本の軍需

産業は著しく発達し第一次世界大戦，大平洋戦争では兵器の進歩により日本の軍需産業は世界的水

準に接近する迄成長したのである．

近代産業の発展に欠くこしの出来ない電気い需要も亦著しく大平洋戦争中の最大年間消費電力量

はう15　億KWE　にも連したのである．新の如く日本の電力需要は過去55年間に産業の発展と共

に非常なる膨民をしたのである．然し大平洋戦争に依って日本の軍需工場の大半は破壌され，又都

市と云う都市は大半焼失したので電力の需葵は急激に低下し一時は戦時中の最高消費藍二15KWE

の約芽100億鞘比まで減少したのである．

敗戦によって一時希望を失った日本国民も次第に心の落着きを取戻すと共に住宅，工場の筏興に

努力した結栄日に増し世の中が明るさを増すと共に叫～5年にして日本の復興の適度は著しく早ま

り殊に最近の発展は世界の驚異の的となっている．

日本の復興と平行して否筏興以上の速度を以て増加しつゝあるのが電力需要である．終戦后一時

100億RWEに迄低下した電力需要も昨年▲う埠牛には725億KⅣ巴にも達し，昭和う5年度には，

850億五WEにも達するであろうと云ほれて屠る一

新の如く電力消費量の増加は日本産業の発展を意味し，又国民生活の向上を示すものと考えて良

いのである．之からも今迄より以上の比率を以て年々歳々電力需要は増加する傾向にあるので問題
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日本の電気料金と外国の電気料金とを比較して見ると日本が一番安いこともわかる・

日　　　本　　　　5．日H（1KWE当販売単価）

ア　メ　リ　カ　　　　　　　5．90

イ　ギ　リ　ス　　　　　　　　6．1叫

フ　ラ　ン　ス　　　　　　　7．82

幽　ド　イ　ツ　　　　　　　8．29

以上を見ても日本の電気料金は外国に比較しても■亦国内公溢事業値上り率よ。見ても安いと云う

ことが出来る．

日本の九電力会社の経理状態は余り良くたい直走資産の償却を完全にやっている会社は朗萬電力

一社位で他は充分なる償却なして居ないこと，経理上苦しい為建設資金の調達も困難を釆たして居

る状態である．此状態を改善する為には電力会社の利益を増し，償却を充分こし，又配当も12％

以上に引上げ増資を容易にすること，膨大なる借入金の利子負担にも耐へ，尚且つ借入金の返済も

可能にする外に道はないと思う．それには何と去っても電気料金の値上げをやる以外に方法はたい

ものと思う．

現在九電力会社は1－2社以外は大方電気料金の値上げを計画中でI九州電力の如きは既に通産

省へ申請中である．

池田内馴エ10ケ缶国民所得倍増計画を発表しl愈来生から実施に移さんとして屠る・日本産業

は10ケ年計画に従って年々9％以上の発展を続けるであろうが，それに平行して電力需要は増加

を続けるであろう，そして電気料金も亦物価の値上率（う10）に接近するかの如く上って行くで

あろうが国民所得が倍増するので左程の重荷にはたらないであろうと思うのである．

最后に原子力発電の事に少しふれて置くが，吾国の原子力発電は茨城県東海村にうO RWの試験

炉がう隼程前に据えられ，現在遵転中である．タ今年中にアメリカから輸入した10IOOOKWの大

形試験炉が完成する．そして昭和埠0卓二迄にはイギリスのコールダーホール型動力炉（120・000

KⅣ）が完成することになって嗜るが，うO KWも10，000瓦Wも厚子炉の程々の聞越例へは，

放射能障害対策，運転技術者養成の問埠，発電原価の問題，異の他幾多の技術上の問題を研究する

目的で建設中で，本格的商業用としての動力炉の建設は昭和門牛迄に500－800万好打の動力

炉を建設する長期計画を建てた摸棟である．現在の処日本だけでなくI世界各国も滋数個前程原子

炉の建設に積極的ではないのである・それは最近の重油を燃料とする火力発電所の電プご原価が比較

的安いので現在の原子力発電では重油発電に未だ大刀打ち出釆ないと云う処に原因がある様である

然し，原子力発電も進歩を続けているので将来は当然原子力発電の時代が来ることは疑う余地はな

いと信ずるものである．

其の他エネルギー源として地熱発電，ガス発電等があるがI之らほ比較小規模で将来としても大

した発展は期待出来ないので省略して話を終ります．御静聴を感謝致します

（池　内　方乎）
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